
１．はじめに
皆さんは、日本河川・流域再生ネットワーク（通

称JRRN）をご存じでしょうか。JRRNは良好な河
川の保全・再生が創り出す健全な水循環系及び歴
史・文化と共存する地域社会の実現に向け、河川再
生について共に考え次の行動へと後押しする未来
志向の情報を交換・共有することを通じ、各地域に
相応しい河川再生の技術や仕組みづくりの発展に
寄与することを目的に１）、2006年（平成18年）11月
に設立されました。地域発、地域協働の手作り型の
自然再生である『小さな自然再生』のバックアップ
など、地域に根差した活動を行っているのが特徴で
す。また、JRRNはCRRN（中国）やKRRN（韓国）
といった、アジア各国の河川・流域再生のネット
ワーク組織が参加するARRN（アジア河川・流域再
生ネットワーク）の日本の窓口としても重要な役割
を担っており、毎年、ARRNのフォーラムや運営会
議へ参加しています。本稿では、令和6年9月に行
われたARRNの水辺流域再生国際フォーラム及び
運営会議について報告したいと思います。

２．第20回水辺流域再生国際フォーラム
第20回水辺流域再生国際フォーラム（以下「国際

フォーラム」という）は、第3回アジア国際水会議
（3rd Asia International Water Week）の1つのセッ
ションとして行われました。国際フォーラムでは、
ARRNメンバー以外からの参加者も多くみられる
など、活発な議論が展開されました。
日本からは、『機械学習を用いた河川の地被区分

の自動判読に関する研究事例※1』（写真１）と『河川
水辺の国勢調査と自然再生について※2』の二つの
テーマの発表が行われました。中国からは、河川流
域における生態水文学に関する研究発表が行われ
ました。中国では約10年前から生態水文学に関す
る調査・研究が急激に増えており、中国国内の環境
意識の高まりとともに、環境に関する研究予算が増
加している状況を伺い知ることができました（写真
2）。韓国からは、Changneung川（昌陵川）における
流域全体の自然再生プロジェクトについての報告
等がありました。このプロジェクトでは、現状の把
握、現計画のレビューをした上で、安全性、健全性、

親水性、生態との共生の観点から新規目標を設定
し、個々の目標達成のための計画・設計を行う流れ
が紹介されました。

３．第18回ARRN運営会議
9月26日に行われた「第18回ARRN運営会議」

（以下「運営会議」という）では、日中韓の各RRNメ
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図 1　国際フォーラムのプログラム

ンバーが参加し、ARRNの年次活動計画についての
審議が行われました。
前回の運営会議以降のARRNや各国のネット

ワークの活動内容を共有することから始まり、来
年の運営会議の開催場所、事務局の移管（来年の運
営会議以降、事務局を中国から韓国に変更する）に
ついての協議が行われました。また、中国からは、
ARRNの連携や取り組みを強化するために、国際的
な研究助成の活用等について提案があり、今後具体
的な検討を進めることとなりました。

４．自然再生の現地見学
運営会議の翌日は、中国水利水電科学研究院の案

内のもと、北京郊外の温楡川の現地を見学しまし
た。見学箇所は、治水対策のために河道を直線化し
た箇所でしたが、同時に、環境に配慮した断面形状
となっており、良好な氾濫原環境（ワンドやたまり）
が創出されていました。中規模河川の重要性を再認
識する機会となりました。

５．おわりに
今後もARRNの活動を通して、中韓等のアジア

諸国や世界と協力し、情報共有しながら河川や流域
の再生に取り組んでいく所存です。なお、令和7年
度のARRNの運営会議は、オーストラリアのブリ
スベンで行われる第26回国際河川シンポジウムの
中で開催され、令和7年9月8日に無事執り行われ
ました。

※1： 発表タイトル：Estimating in-channel vegetation 
using satelite imagery and machine learning 
発表者：森本洋一

※2： 発表タイトル：Development of River Environment 
Database and its Application to River Restoration 
in Japan：和田彰
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　　※発行が大幅に遅れ令和8年になったため、こちらの記事は令和6年度に開催された記事となっております。
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